
表1新狭山ハイツのあゆみ

〈始動期〉

1973年

1974年

1975年

1976年

1977年

1979年

1980年
1982年

第1期315戸入居、子ども会育成会発足、

自治会発足、広報誌「はいつニュース」創刊

第2期455戸入居、『長期緑化5力年計画』

策定

寿会発足、緑化推進本部発足、緑化5カ年

事業開始、狭山市と緑化協定締結、ハイツ

の木・花「ハナミズキ」選定

緑化推進本部・埼玉県及び狭山市自然環境

保全功労者表彰

あおやぎ文庫発足、団地隣接地を活かした

仲よし広場開設（借地公園）

共有物管理運営審議会発足

緑化5カ年事業達成記念植樹祭開催

広報誌「はいつニュース100号」発刊

〈加速期〉

1987年

1988年

1989年

1990年

共有物管理運営審議会改め管理組合発足、

緑化推進本部・埼玉県植樹祭で緑化功労者

表彰、『自治会創立10周年記念誌』発刊

緑化推進本部・（財）都市緑化基金及び読売

新聞社主催の緑の都市賞の建設大臣賞受賞

『わがハイツ緑のガイド』発刊

第1回大規模修繕工事竣工、緑化推進本部・
内閣総理大臣表彰、荒川村との交流事業開

始

『中・長期ビジョン』策定、仲良し広場閉鎖
（地主へ土地返還）

仲よし広場に代わり団地内のテニスコート

を改修しふれあい広場開設

『マスタープラン』策定、手作り工作隊発足、
緑化推進本部・狭山市文化功労者表彰

文庫の家兼ミニ集会所まるた小屋竣工（自
力建設）、まるた小屋建設事業・埼玉県′言、

るさとづくり賞地方審査優秀賞受賞、『まる

た小屋建設奮戦記』発刊
まるたの会発足、リサイクルの会発足

広報誌「はいつニュース200号」発刊

ふれあい広場拡張工事竣工、ハイツ誕生20

周年記念式典、『自治会創立20周年記念誌・

新狭山ハイツ物語』発刊

く発展期〉

1994年

1995年

1996年

1997年

1999年

2000年

2001年

2002年

防災対策委員会設置

自衛防災隊発足、防災倉庫設置

公共下水道接続工事完了、調整池の多目的

広場竣工

自治会創立20周年記念誌発刊、花水木会・

狭山市茶の木賞受賞、第2回大規模修繕工

事竣工

『新・長期修繕計画』策定、「これからのハ

イツを考えるWS」開催、荒川交流事業25

周年記念植樹、広報誌「はいつニュース300

号」発刊、楽農クラブ発足

生ごみリサイクルを進める会発足、生ごみ

リサイクルモデル拠点事業開始、まるたの

会・狭山市茶の木賞受賞、緑化推進本部・

埼玉県シラコハト賞受賞

自治会福祉部会発足、生ごみ堆肥化促進協

議会発足、わくわく自然園竣工（自力建設）、

リサイクルの会・狭山市茶の木賞受賞

わくわく自然園を守り育てる会発足、あお

やぎ文庫・狭山市茶の木賞受賞、わくわく

自然園事業・埼玉県さいたま環境賞受賞、

NPO法人グリーンオフィスさやま発足
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写真1緑化5カ年事業で殺風景だった団地が緑豊かな団地
に大きく様変わり（入居時［上］と10年後の風景［下］）

大きな成果をあげたことは、自治会にとって

コミュニティづくりへの大きな自信となりま

した。また、この2つの担い手がその後のコ

ミュニティ活動の牽引役をも担うことになり

ます（写真1）。

〈加速期（1983～1993年）〉

この時期のひとつのエポックは、「管理組合」

の発足です。それまで管理組合の役割を自治

会（渉外部）が担っていましたが、管理会社

との交渉を通じて“自らの財産は自らの手で”

という意識が芽生え、共有物管理運営審議会

を経て管理組合の創設となりました。これで

コミュニティをマネジメントする両輪が整っ

たことになります。

もうひとつのエポックは、まるた小屋の自

力建設の核となった「手作り工作隊」の発足

です。この小屋はあおやぎ文庫の女性たちか

らの“文庫独自の部屋が欲しい’’という切な

る声が実を結び、文庫の家兼ミニ集会所（約

写真2　手作り工作隊が10ケ月、延べ60日、延べ830人か

けて基礎から全て自力建設した文庫の家兼ミニ集会所「ま
るた小屋」（材料は元は木の電柱）


